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　昨年末にはCOVID-19の第8波に見舞われましたが、徐々
に以前の生活に戻ってきた方も多いのではないでしょうか。
 コロナ禍における約3年間の経験、そして医療を提供する側
として「我々の地域における存在意義は何なのか？」というこ
とを自問自答して参りました。
　現在、当院の患者様は藤沢市だけでなく、周辺の大和市・
綾瀬市・横浜市・寒川町・茅ヶ崎市からも通院されていま
す。診療科によっては、東京都、厚木市や鎌倉市などからも来
院されます。それにより、地域で最も多くの手術件数（100床
あたり）を数えるようになり、手術室の部屋数が足りなくなっ
ている現状です。
　また、地域で初めて導入した低侵襲ロボット（ダヴィンチ）支
援下手術の件数も増え、ロボット手術センターを設立したこ
とに伴い、多くの患者様をご紹介いただくようになりました。
　2022年後半には、当院開業以来最高の紹介患者数となり
ましたが、外来ブースが足りず、患者様には多くのご不便をお
かけしたと思います。また救急患者様にも、多く受診していた
だけるようになったものの、スペースが足りずに受け入れられ
なかったこともありました。
　将来人口推計を見ますと、全国的に年々人口が減っていく
であろうことが指摘されています。一方で、当院の属する医
療圏では、今後30年に渡って人口推移は微減に留まることが
予想されています。

　このような状況の中、9年後の創立100年に向けた新
たなプロジェクトを計画しました。
　その中で、築50年となる旧棟（2号館）は、耐震の面
でも、インフラ設備の面でも限界に達している状況です。
現在、旧棟には回復期リハビリテーション病棟、療養病棟、
リハビリテーション室、入退院センターやコンビニエンス
ストアなどが入っています。
　私共は地域の皆様の健康に寄与することを信条とし
ており、増加する医療需要に対応していくことが使命だ
と考えています。
　さらに今後発生する可能性があるとされる大震災が
起きてしまうと、大切な患者様や職員の安全を守れなく
なります。そのため、旧棟の建替えを進めていくことを
決めました。建替えを機に、新興感染症に迅速に対応で
きるように、また大規模災害が起きた際にも地域の医療
の支柱となれるようにハードを改善して参ります。

　当法人では20年以上前に地域の皆様の健康を支える
べく、当時珍しかったライフメディカルフィットネスを創設
しました。おかげさまで、多くの利用者様に支えられ、大
切なコミュニティを提供させて頂くことができたと思い
ます。ただ残念なことですが、建替えを進めるにあたり、
今年中にこの施設の営業を終了することといたします。 鈴木 紳祐

　今回の建替えにおいては、病院のシンボルとなるような
コミュニティ創造の場を、新たに準備しております。「地域に
同友会があって良かった」と思っていただけるよう、皆様の
ご意見を頂戴しながら今回の計画を進めていく所存です。
　さて来年の2024年には、国主導で良質かつ適切な医
療を効率的に提供するために「医師の働き方改革」が始
まります。COVID-19との長い戦いの中で、医師だけで
なく多くの医療従事者が疲弊しております。
　COVID-19が発生したことは、当法人にとっても辛い
ことでしたが、この経験を通して我々の強みである結束
力はさらに強いものとなりました。
　この経験をチャンスと捉え、患者様へ提供する医療を
より良いものにするために、また当法人で働く職員に
とっても「働きやすい職場」を作り、さらに成長し続けら
れるよう職員一同頑張って参りますので、今後もご指導
いただければ幸いです。

　本年が皆様にとって良い一年となりますことを祈念
いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

一般財団法人同友会 副理事長
藤沢湘南台病院 副院長

▶ 古くなった旧棟の存在
▶ 増加する医療需要
▶ コミュニティの創出
▶ 働きやすい職場

新 棟
（1号館）

旧 棟
（2号館）
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